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特集号の発刊にあたって 

 本号は，本年 3 月末をもって京都大学を定年退職される小方登教授のご退任を記念した

特集号です。多数掲載されている充実した論考は，小方ゼミを巣立った研究者の熱意が集

まったものです。 

小方先生は 2001年に人間・環境学研究科に着任され，爾来 22年間にわたって京都大学

の教養教育において地理学を講じられるとともに，大学院ならびに総合人間学部では人文

地理学を基盤として学際・越境をめざす地域空間論研究室で専門教育に尽力され，多くの

修了生・卒業生を社会とアカデミアに送り出してこられました。小方先生のご研究は多岐

にわたりますが，とくに現代都市を数量的手法により解明されたことと，コンピューター

による地理情報処理の探究，なかでも衛星画像分析を歴史地理学へ適用されたこと，2 つ

の領域を拓いてこられたことがあげられます。 

小方先生は化学研究者を父に法学者の娘を母に，京都でお生まれになりました。大学教

員となられたのは家業を継ぐようなことだったのかもしれませんが，青年期の鴨沂高校で

の交友が半世紀たったいまも広く深く続いているように，京都をふるさととして研究生活

を続けてこられました。京都大学文学部に入学され，地理学を専攻されてからは，卒業論

文と修士論文がいずれも学術誌「人文地理」に掲載された俊英として知られる存在となり

ました。日本の地理学においても計量革命をうけて論理実証主義的な研究の勢いが強かっ

た時期に学界に登場された小方先生は，その最先端にある「時空間分析」に取り組み，都

市の人々の行動を空間と時間の両面から解明されました。 

小方先生は博士課程在学 1 年で奈良大学に就職され，その後，奈良女子大学に移られま

した。若手研究者として奈良をホームグラウンドとされたことは，歴史景観の衛星画像分

析の先駆者となるために，重要な場所の力を得たとみなされます。近代的改変以前の景観

を知るために，コロナ衛星画像の活用にいち早く取り組まれたことは，その後の歴史学・

考古学の研究者との学際的研究につながりました。そこに地理情報システムの深い理解が

あることは言うまでもありませんが，小方先生の趣味としてよく知られている写真撮影に

ついての関心と知識があったことも見逃すことができません。 

最終講義に際して寄せられた卒業生・修了生・研究者からのメッセージにあらわれてい

るように，誠実にそして丁寧に周囲の方々と接してこられた小方先生は，これからもふる

さと京都における多様な関係性をさらに発展させてゆかれることでしょう。 

2023年 3月 小島泰雄 
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博 士 論 文 要 旨 

2020年度 

江戸近郊の拡大と展開 

―武蔵野古新田千町野の開発を基軸として― 

夏 目 宗 幸 

 本研究は，これまで「孤立した理想的畑作村落の

建設」と見做されてきた武蔵野古新田千町野の開発

計画について，武蔵野全域と個別村域の中間スケー

ルともいえる千町野地域を分析対象とし，これに地

理情報システムの分析手法を利用することによっ

て，従来の定説に新たな知見を加味しようと試みた。 

 千町野における最初期の開発段階は，幕府による

政治的地域掌握としての側面を有していた。千町野

の開発に先立ち，将軍家の鷹狩の拠点となる御茶屋

が設置され，多くの鷹狩・鷹場管理の職能武家集団

が開発に関わった。武蔵野への政治権力の進出にあ

たり，鷹場化と新田開発とが一体となって行われ，

両者は密接不可分の関係性にあることを明らかに

した。 

 中間期の開発段階は，江戸の都市計画と連動する

側面を有していた。検地帳に基づく地割復原により，

千町野の村落は，1間を6尺5寸とする京間の丈量

法を用いていることを明らかにし，その設計思想に

は，オランダ東インド会社や江戸の町割を担当する

幕閣の関与を背景とする，江戸の町割手法の影響を

受けている可能性を指摘した。 

開発の最終段階は，実験的畑作村落の建設として

の側面を有していた。支配代官・手代や，鷹狩・鷹

場管理職能を持つ武家集団など，当初より千町野と

深い関係性を有する人々の関与が継続する一方，新

たに全国の幕府直轄領において河川普請や新田開

発の経験を重ねた，技術官僚的武家集団も加わった

ことを明らかにした。 

 上記の三つの開発段階の特徴的側面を念頭にお

くと，近世初期における千町野の地域像は，「孤立

した理想的畑作村落の建設」という，統一的計画に

規定された地域と見做すべきではなく，新田開発で

ありながらも，拡大する江戸の近郊に取り込まれて

行く過程において，都市的要素を包含しつつ，それ

ぞれの段階における経緯が複雑に交錯する多面的

側面を包摂した地域として再定義すべきであると

結論付けた。 

2021年度 

蘇南地域における都市の開発・再開発に 

関する都市地理学的研究 

潘   藝 心 

 本論文は蘇南地域を対象地域として，中国都市の

都市開発・再開発に関する都市地理学的研究である。 

 第 1 章では，本論文の研究テーマ，すなわち開

発・再開発の意味と各章の関連性，ならびに研究対

象である蘇南地域について詳しく述べた。また，諸

テーマに関する中国，日本および欧米の先行研究を

整理した。 

第 2 章では，蘇南都市の行政区画について論説

した。前近代から中華民国期における行政区画の再

編と行政階層の変容を整理した上，“地級市”を中心

として現在の中華人民共和国の行政区画を検討し

た。また，都市内部の城区と郊区の再編，および地

級市の中心都市と所轄した県の関係などの側面か

ら，蘇南都市における行政区画とその性格を明らか

にした。 

 第 3 章では，蘇南都市の都市空間について考察

した。蘇南地域の無錫を事例として，都市空間と都

市構造を軸にして，蘇南都市の都市地理と都市史を

再考した。前近代の囲郭都市と“多区組合”モデルに

近代都市を捉えて，中華人民共和国の蘇南都市を考

察した。本論文で採用した特別な時期区分が示すよ

うに，タンウェイ制度とその弱体化を明らかにした。 

 第 4 章では，蘇南都市の性格転換について検討

した。蘇南地域の南京を事例として，いわゆる消費
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都市から生産都市へ転換したプロセスを提示した。

同時に，その中の都市計画，タンウェイ，および工

人新村と街道などの要素の役割についても検討し

た。また，無錫と南京の代表的な事例に関するケー

ススタディを通して，生産都市からの都市再開発を

考察した。 

 第 5 章では，本論文の造語である内城/インナー

シティに焦点を合わせて，もう一度蘇南都市無錫の

都市地理と都市史について考察した。まず，内城/イ

ンナーシティの内包，および老城区との関連性を解

説したうえで，地価構造の視角から近代無錫の都市

構造を細部まで明らかにした。また，水系と道路の

再編，およびタンウェイと工人新村の状況から，タ

ンウェイ制時期の無錫を再考した。最後に，都市再

開発と関連した商業空間や都市イメージの変容か

ら，ポストタンウェイ制時期の変容について考察し

た。 

2022年度 

地名の使用とその機能に関する 

文化・社会地理学研究 

北 西 諒 介 

本論文は，地名研究あるいは地名学における理論

の不足を補う観点から，地名の使用とその機能に関

わるいくつかの課題に着手し，地名に関する理論的

体系の確立の一端を担うことを目指したものであ

る。 

地名を取り巻く近年の社会的な状況として，地名

標準化やさまざまな地名問題への対処が求められ

る一方，従来の地名研究の成果は地名の歴史的価値

を強調しつつも，日常的に使われる語彙の一部とし

ての地名の役割を充分に論じてこなかった。 

上記のような問題意識を踏まえ，第 1 章ではこ

れまでの地名研究の展開と近年の動向について概

観した。既往研究の整理から，地名の機能や性質に

関する理論に議論を還元する方向性と，地名の使用

への着眼という，二つの点で不足があったことを指

摘した。 

第 2 章では，大阪府の千里ニュータウンを対象

に，開発地域，あるいは近現代の地名の命名の特徴

を明らかにし，地名が景観や地域社会とどのように

関わり合ってきたのか，その相互作用を明らかにし

た。千里ニュータウンでは開発主体や住民らの意識

や，開発による景観の一新を背景に，共通した命名

原理を持つ地名が名づけられ，ときには命名による

空間の分節化が先行し，後から景観が形成されたこ

とも確認された。また，補節として東京都の多摩ニ

ュータウンの事例との比較を行い，近現代の地名命

名の一般的傾向についても指摘した。 

第3章では，同じく千里ニュータウンを例に，多

様な主体による多様な意味づけの重なり合う結節

点としての地名の働きに着目した。地域活動に関わ

る行政・住民らにとっての地名「千里」は，空間的

には千里ニュータウンという建造環境よりも広く

捉えることが可能であり，それゆえに空間的に曖昧

な存在と解釈されていた。地域活動の面ではその曖

昧さゆえに，その地域に関心のある者を広く包含し

てまとめ上げる結束の機能を果たしていることが

指摘された。 

第4章では，富山県の高岡市を事例に，地域住民

らにとっての町名の位置づけとその変容について

明らかにした。昭和期の住居表示と2010年代の旧

町名復活という 2 度の町名変更を経験した高岡で

は，町名が形式的な住居表示町名と通称地名的な旧

町名という二元的なあり方が確認され，それぞれが

機能を分担し合ってきたことを明らかにした。また，

町ごとに町名や町名変更に関する歴史の認識には

差異があることも確認された。 

終章では，本論文のまとめとともに残された課題

について示した。 

近現代における 

強いられた移動と故郷喪失 

―建物疎開と東日本大震災を事例に― 

藏 田 典 子 
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本論文では，「強いられた移動」がもたらした人々

への影響と，対象者にとっての故郷喪失感情を扱っ

た。本論文が扱う「強いられた移動」には，ふたつ

のタイプがある。第一は，狭義の強制移動である。

太平洋戦争中の建物疎開や福島原発事故にともな

う避難指示のように，公権力によって居住が禁止さ

れたことで，対象者の意思決定によらずに移動を余

儀なくされるものである。第二は，対象者による意

思決定は存在しているものの，自然災害や紛争など

の影響で居住を続けることがきわめて困難になっ

たため行われる移動である。本論文では，これら両

者を「強いられた移動」の対象者として扱った。本

論文の特徴は，データサイエンスや人口地理学の視

点から実施したマクロ的研究と，聞き取り調査やフ

ィールドワークなどで個別の事象を丹念に追うミ

クロ的研究の双方を実施したことにある。 

第 II 章では，狭義の強制移動であった，太平洋

戦争末期の京都市における建物疎開に関する研究

を扱った。 

第 III章からは，東日本大震災による強いられた

移動を事例とした研究を提示する。第 III 章では，

東日本大震災に関する日本語の研究成果（学術論文

など）のタイトルを網羅的に検索し，タイトル情報

をテキストマイニングで自動解析することで，各研

究タイトルをクラスター分類することに成功した。

第 IV章では，英語で発表された東日本大震災研究

のテキストマイニング分析を行った。 

第Ⅴ章では，データサイエンスを活用することで，

東日本大震災によって生じた広域避難者の移動の

態様を全国規模で明らかにした。第VI章では，東

日本大震災で生じた広域避難者の避難行動につい

ての研究を示した。事例として京都府下への広域避

難者を対象とした聞き取り調査を行い，避難の意思

決定過程を類型化した。第VII章は，福島県大熊町

の「全町避難」を事例として，原発事故発生当時の

苦難と，教育機関など行政機能の一斉移転というと

つぜんの難事をどのように乗り越えたのかを記録

し，分析を行った。第VIII 章は，福島県を中心と

したフィールドワークおよび被災者・避難者研究に

ついての今後の展望を述べた。 

 本論文の最後となる第IX章では，第 II章から

第VIII章を取りまとめることで議論の展開を総括

し，今後の研究の進展のための提案を行った。本論

文では，近現代における強いられた移動について，

個別具体的で綿密なフィールドワークと，データに

もとづき状況を概観する量的研究を組み合わせる

ことで，包括的な理解を達成することができた。今

後，日本や世界では，残念ながら災害や戦争，気候

変動などが原因となって強いられた移動が生じる

可能性が多々ある。その際に，本論文で得られた知

見を活用することで，被災者や避難者が感じる精神

的ストレス，とりわけ故郷喪失感情を意識して，十

分なケアを行うことが可能になることを切に願う。 

博士論文要旨　
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修 士 論 文 要 旨 

2020年度 

ジオタグ付き写真による 

京都市の観光実態と観光スポットの 

空間構造に関する研究 

張   鯤 翼 

本稿では，観光客の観光実態と観光スポットとの

相互関係を，データ分析を通じて検証した。フリッ

カーで公開されたジオタグ付き写真を用いて，クラ

スター分析による観光スポットを抽出し，2015年

から2018年まで京都市における観光客が訪れた主

要な観光スポットの時空間分布について検討した。

社会ネットワーク分析手法を利用し，観光ルートか

ら形成する人流ネットワークを構築し，観光スポッ

トの地位と相互関係を分析した。最後に，アクセシ

ビリティ分析手法を用いて，実際の地理空間におけ

る異なるタイプの観光スポットの立地を解明した。

結果として，嵐山，伏見稲荷大社，清水寺，金閣寺

の 4 つの観光スポットが多くの人流ルートに位置

しており，観光ネットワークの 1 つの核として密

接に繋がる事実がわかった。また，宿泊施設の立地

が抽出した観光スポットのアクセシビリティに大

きく影響し，観光客が上京区，中京区，下京区とい

う 3 つの中心地に集中して宿泊する。観光スポッ

トへのアクセシビリティのバランスをとるために

は，宿泊施設が周辺地域に立地するように，分散さ

せることが必要である。 

近世後期京都の買物案内にみる宿泊業 

―『京都買物独案内』の 

「諸国定宿」を中心に― 

松 岡 宏 樹 

本稿では近世京都の買物案内である『京都買物独

案内』(以下，『京買』)を史料として用い，宿泊業の

空間パターンと都市構造との関係について考察す

ることを目的とした。まず『京買』の刊行に携わっ

た編者や板元等の分析を行った結果，編者・板元の

一人である清水屋の意向が内容に反映され，清水屋

に関連する店舗への集客が主な編集目的の一つに

なっていたことが分かった。また『京買』に掲載さ

れた全店舗の集計と地図化によって，『京買』に服

飾関連・薬・衣料品を扱う商店が多く掲載され，三

条通・四条通・松原通の東部を中心とする東西道沿

いに繁華な地域が存在したことが明らかになった。

さらに，『京買(嘉永版)』の重要な項目である「諸国

定宿」に掲載された宿泊業者を分析し，近江や山陰，

北陸が京都の商家にとっての集客圏・市場圏として

認識されており，それらの地域からの商用旅行者を

止宿させる宿泊施設が南北道に多く分布したこと

を指摘した。 

現代日本における 

境界の決定・変更に関する地理的考察 

村 上 才 門 

本研究では，抽象的に地方自治体間の意見の不一

致と捉えられている現代の境界紛争を地域に存在

する背景や自然条件から捉え直すことで個別具体

的な問題として捉え直し，法学的な議論と地理的な

議論を結びつけた。法令に規定された境界を具体的

な存在として捉えるために地形図の判読および国

郡全図の判読・比較を行い，江戸時代の旧国境の曖

昧さが現在に至る境界紛争の原因の 1 つであるこ

とを明らかにした。法的に未定境界が決定した事案

から，境界決定の過程で考慮される要素として，境

界の明瞭さや紛争の背景にある社会的作用，地理的

条件等が存在することを明らかにした。法的な境界

を具体的な存在として捉え，境界の決定や変更に際

して金銭的利益のみならず，行政上の問題に起因し

て問題が発生し，その解決に当たって歴史的経緯や

地理的条件，漁業権，環境保全等の問題が個別に考
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慮されることを明らかにした。 

2021年度 

印パ・中ロ・日韓国境の観光にみる 

ナショナリズム 

油 田 昇 太 

国境地域における観光は，文化交流や学習の場と

してツアーが組まれるなど，一つの友好拠点として

捉える動きが注目され始めている。一方で，海外に

はナショナリズムが強く結びつく例があり，その実

態を明らかにした。 

そこで，印パ国境のワーガ，中ロのヘイシャーズ

島，日韓の竹島の3地域を取り上げ，地名や施設な

どの地理的な分析，テキストマイニングや新聞記事

等の分析からナショナリズムとの関連を探った。 

その結果，これらの地域では，自国に対するアイ

デンティティをより強固にし，ナショナリズム的な

感情が揺さぶられるような仕組みが備わっている

ことが分かった。 

また，ワーガではかえって友好を示す貴重な場に

なっていること，ヘイシャーズ島ではインフラ開発

により経済振興が進んだこと，竹島では実効支配の

強化につながっていることなど，マスツーリズム化

による“恩恵”も大きく，国境観光の発展は，ナショ

ナリズムとの関連を無視することはできないとい

えよう。 

近代兵庫県沿岸部における 

工業化と地域社会 

上 田 航 平 

明治・大正期の兵庫県は南部の沿岸地域を中心に

工業化が進んだ。そんな同時期の加古川・高砂地域

の工業化を主題とする研究は管見の限り見当たら

なかったため，各種統計および文献から検討した。 

人口および工業統計からは，加古郡では工業化の

傾向が明治期の早くからみられるも印南郡におい

ては工業化の開始時期は遅れていたことがわかっ

た。また，加古川・高砂地区では鉄道の便と加古川

の水利が工場設置に大きく影響し，国鉄山陽本線へ

港を起点とする複数の軽便鉄道が接続されること

で鉄道輸送の体制が整えられ，さらに工場の原材料

移入を担った港湾が発展した。 

大工場の立地した町では町域や工場敷地に拡大

がみられたが，その他における町勢等への影響は薄

い一方，工場が導入した新たな習慣や施設が地域に

根付くこともあった。同時に，工場用地の買収や稼

働後の排水・悪臭等はときに地域住民を苦しめ，地

域住民間の分断の火種にもなっていたことがわか

った。 

茶馬古道における 

古い町の持続可能な発展について 

―沙渓古鎮を例に― 

王   韵 尭 

中国にはもう一つのシルクロードと呼ばれる「茶

馬古道」があり，中央部のお茶と西域チベット族の

馬の物々交換貿易を促進した。交換場所として，茶

馬古道に沿っていくつかの町が栄えた。しかしなが

ら，現在茶馬古道の商業交易機能が低下しており，

古道貿易に従って栄えた町では交換場所としての

機能を果たさなかった。 

本論文は，茶馬古道沿線の古い町である沙渓古鎮

を研究対象として，古道と沿線の町との関係性を探

究し，古い町の発展現状と持続可能な発展を考察す

ることを目的とする。研究方法として，事例研究，

文献資料研究，研究対象地域の政府関係者と経営者

との聞き取り調査の研究を複合して考察する。既存

の沙渓古鎮の復興プロジェクトを検討し，保全事業

の現状を分析する。また，政府関係者との聞き取り

調査内容を合わせ，沙渓古鎮復興プロジェクトの始

末と古鎮の主な変化，プロジェクトに対する住民の

見方と反響，保全事業の問題，未来古鎮の発展プラ

ンなどを考察する。古道特色のある観光業を発達さ

「地域と環境」No.17　2023.3

— 366 —



せ，沿線の町において持続可能な発展を実現させる

ための課題を探究する。 

アートプロジェクトと地域づくり 

―香川県直島における 

瀬戸内国際芸術祭を例として― 

関     薇 

本研究では瀬戸内国際芸術祭を事例に，地理学の

視点からソーシャルキャピタル分析を用いて，アー

トプロジェクトによる地域づくりの効果について

考察し，アートと地域のつながりについて明らかに

した。第 2 章では日本における文化芸術による地

域活性化政策の変遷を整理し，観光資源としてのア

ートプロジェクトによる地域活性化の効果が期待

される必然性を解明した。第3章では，地域活性化

の効果の検証として，瀬戸内国際芸術祭による地域

住民への影響に注目し，聞き取り調査の結果を基に，

ソーシャルキャピタル概念と結びつけて住民の意

識変化を分析した。第4章では，芸術祭が行われる

前の直島町において，企業城下町からの産業転換と

観光開発が失敗した理由を文献調査から明らかに

し，近代の直島町とアートプロジェクト以降の「ア

ート観光」による街並みの様子について，地図を用

いて説明し，アートと直島がどのように互いになじ

んでいるかを明らかにした。 

近世後期東海道宿場町における 

宿泊施設の立地傾向 

小 出 桂 矢 

本論文では宿場町の空間構造に迫るために，近世

後期の東海道宿場町における旅籠屋や本陣・脇本陣

といった宿泊施設の立地傾向を明らかにした。近世

東海道宿場町の多くは在郷町に分類されるが，その

都市形態はさまざまである。そこで，『東海道宿村

大概帳』に記載されている要素ごとに町が有する機

能，沿道状況，町の宿泊業への依存度を分析し，『東

海道分間延絵図』からわかる宿場町の主要施設の立

地を推定した。これらをもとに在郷町のなかでも宿

場以外の都市的機能がないような宿場町に着目し，

地割を復元して近世後期の町並絵図などをもとに

把握した宿泊施設の立地傾向について考察した。結

果，本陣・脇本陣の数や分布傾向は宿場町ごとに異

なるものの，これらの公的な宿泊施設の周辺に旅籠

屋が集中する傾向が見られた。また，宿泊施設以外

にも着目するとそれぞれの宿場町ごとの形態的特

徴と宿泊施設の立地とが関連していることがわか

った。 

2022年度 

近代用水における 

水利の変遷と地域の変容 

―琵琶湖疎水を事例に― 

小 森 千賀子 

本研究は，近代用水と地域の関係性の解明をテー

マとしている。本稿では，京都の近代用水である琵

琶湖疏水を事例に取り上げ，先行研究で論じられて

きた都市の形成という視点ではなく，地域の変容に

着目し，用水における水利の変遷と地域との関係性

について分析考察を試みる。まずは，多目的用水で

ある琵琶湖疏水の水利の全体像を俯瞰した上で，今

まであまり取り上げてこられなかった灌漑用水に

着目し，地域と水との関係性について実態の一面に

迫る努力をする。前提として地域の変容を用水との

関係性のみで論じることはできないことを踏まえ

た上で，琵琶湖疏水開通前の地域の状況を明らかに

し，その後の地域の変容について整理する。 

地域の変容の細部を捉えた上で，再度水利の全体

構造の枠組みと地域との関係性という視点に立ち

返り，近代用水における水利の変遷と地域との変容

について総括的に論じる。 
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中国東北地域における 

満族伝統民居の変遷 

仇   楚 文 

本論文では，満族の歴史発展を概観し，現在東北

地域における満族集住区の空間分布状況を分析し

た。また，歴史上満族居住域の変遷に着目すると，

満族住居に対して発展期，衰退期と繁栄期に分けら

れて，各時期の伝統住様式の変化を考察した。さら

に岫巖満族自治県を代表的な研究対象地域にし，

CORONA衛星画像とGoogle Earth衛星画像を比

較対照することで，対象集落の全体的空間変容に対

して分析を行った。それらをもとに，東北地域にあ

る遼寧省の満族民居に対する実地調査を通じて，満

族伝統民居の営建特徴と地域特性が存在している

こととわかった。最後に，現在満族伝統民居が直面

している問題を取り上げて，現代満族住民の居住欲

求を分析することで，満族伝統民居未来の発展方向

について提案する。 

社会変化に伴う 

祠堂の景観の変容について 

―中国東莞市を事例として― 

岑   暁 玲 

本論文では，明代から2013年にかけて東莞市麻

涌鎮を対象として，祠堂景観の変容過程や要因の解

明を試みた。まずは麻涌鎮の陸地形成の考察を踏ま

えて，明代から民国期にかけて移民と地形の要素を

同時に作用している結果，祠堂は麻涌鎮の中心部に

向かって，東部や北東部に広がっていった。その他

の雑多な姓の祠堂は，北部と南部に分布しているこ

とが分かった。中華人民共和国建国後，政府に没収

され祠堂は機能が変わり，大躍進政策と文化大革命

でそれぞれの破壊を受けた。1978年から伝統文化

に対する再評価による祠堂の修築や再資源化によ

る政府は祠堂に対する大きな支配力を持っている

と言える。そのため，祠堂が文化的景観として計画

に盛り込まれるが，建築物しか維持しておらず，祠

堂の伝統文化を維持することではないといえる。以

上から，祠堂を景観として開発を行う際に宗族の意

見を尊重することでより良い伝統文化の維持がで

きると筆者は考える。 

京都市における 

小売業店舗集積の地理学的分析 

孫     錦 

本研究では京都市人口集中地区の小売業店舗の

業種集積特徴を，商品の探索や移動コスト削減効果

が要因による「同業種集積」と効率的な多目的買物

出向が要因による「異業種集積」の二つに分けて分

析した。同業種集積に対して，地理的分布パターン

ポアソンモデルを用いて業種ごとの分布パターン

を識別し，立地特徴を明らかにした。具体的には，

各業種が「規則的なパターン」，「ランダム・パター

ン」，「集中パターン」の３つのパターンのいずれに

従うかに分類して分析した。異業種集積については，

主成分分析という統計的な研究方法で４つの異業

種集積タイプを得た。具体的には，「買い回り品集

積」，「生鮮食品集積」，「アパレル集積」と「二輪類

集積」であり，立地分布を明らかにした。以上のよ

うに，マクロ的な視点から小売業店舗の分布状況を

明らかにした。 

中国の農業集団化に関する研究 

―尹家溝村を例に― 

趙   冠 瑋 

本稿は尹家溝村の変革を考察し，調査地域の農業

集団化期，公共財の供給効果についてを評価した。

そこでまず，尹家溝村の行政管理についての把握を

試みた。その際，尹家溝村の幹部が村民から選ばれ，

上層部と農民を繋がる中枢として働いていた。また，

政治運動や初等教育の普及を通じ，農民と幹部を教

育し，現代化に向かって進めるように激励した。次

に，尹家溝村の経済について考察する。尹家溝村の

現金収入項目は，主に農業からの収入と副業からの
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収入に依存している。村民の賃金については，生産

隊が賃金を現物支給と金銭支給とを併用している。

その上で，農業技術の進歩によって，農業の生産力

を上げた。最後に，尹家溝村の公共財を発展するこ

とで，産業モデルは，「農業中心の多様な経営」か

ら「多様な産業」へと変化していくことになった。

また，農業技術の普及，インフラの整備や裸足の医

者や私設教師の普及などで，農村と都市の格差を大

きく緩和した。 

蘭州市の都市更新による 

空間構造・居住環境の変遷 

陳   則 新 

本研究は蘭州市における都市更新に着目して，二

つの段階で異なる経済発展目標をめざしているう

ちに行われた都市更新の方式と過程を研究してき

た。全体的に，蘭州市の都市更新は課題解決をめざ

したものである。手段と方法は，大体政府主導と不

動産開発業者主導という二つの上から下への更新

である。 

1978年～2000年の蘭州市旧城改造の目的は，住

宅問題を改善することであった。「類単位」小区と

「単位」による「生産＋生活」モデルに基づく空間

パターンを形成していったのである。2000年以降

工業跡地の再開発につれて，職住分離の状況，副都

心が形成されつつある。「城中村」の改造は，都市

と農村の土地利用の矛盾の刺激と，住民が土地との

関係の変化の中で新しい生産と生活の方法を求め

ることから進行している。そして，以上に基づいて，

居住環境の変遷を考察した。 

最後に，蘭州市の都市更新に存在する問題につい

て，先進国の参考となる経験をめぐり私見を提示し

た。 

近代都市空間における公設市場の立地 

―戦間期名古屋市を事例として― 

塚 本 まゆ子 

本論は，戦間期の名古屋市を事例とし，小売商業

機能を備えた政策的施設としての特性を有する公

設市場が開設に至るまでの構想・計画と，その実施

過程，開設後の展開を明らかにした。名古屋市の公

設市場は，市内5箇所に設置された後，2段階で増

設が計画された。増設計画では利用区域の拡大が目

的とされ，市域全体に候補地が挙げられたが，部分

的にしか実現されず，分布に偏りが生じた。また公

設市場の販売人は，市場付近や，販売品目の集散地・

生産地に所在する傾向にあり，自らの営業規模拡大

につながる動向を示した。加えて新市部では，公設

市場が都市形成の要素として機能したが，開設後は

周辺地域の状況に強く影響を受け，利用が低迷する

場合があった。以上の考察から，名古屋市では，市

街地の状況や，販売人といった各主体の動向，公設

市場の立地特性が影響し，公設市場の構想や計画と，

その実施過程や開設後の利用状況との間に差異が

生じたと考えられる。 

パーソントリップ調査データを用いた 

通勤交通特性分析 

―大阪市大都市圏を例として― 

楊   奕 珉 

本研究では，大阪市都市圏における出勤を目的と

しての交通特性を検討した。第五回のパーソントリ

ップ調査の結果をもとに，性別，年齢階層別，職業

別などの社会性質に分けて通勤活動の特性を分析

した。大阪市都市圏内の通勤活動の特性は，以下の

ように要約できた。 

まず男女別について，男性のトリップは工業の発

達した地域，女性は商業や第三次産業の発達した地

域に移動する傾向が強いようである。年齢層別では，

全体の通勤トリップ数は年齢との関係で正規分布

となっており，男女とも中年期は自動車通勤が多く，

若年期は鉄道などの公共交通機関を代表的な移動
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手段とする。職業別で，専門的・技術的職業に従事

する人の通勤数が最も多く。事務従事者が鉄道を選

択する割合は，自動車より高い。最後に，運転免許

と自家用車の両方を持つ通勤者は，鉄道通勤を選択

する人もかなり多い。 

歴史的都市における 

空間機能の変遷と観光開発 

―世界遺産平遥古城を例として― 

劉   姝 恵 

山西省晋中市平遥県に位置する平遥古城は中国

漢民族地区で最も完全に保存されている歴史的城

郭都市である。西周宣王の時代（紀元前 827 年～

紀元前782年）に創建され，13世紀以降，建て替

えと拡張が何回も行われ，明清時代に全国有数の商

業都市及び金融中心として成長してきた。新中国建

国前後，特に改革開放の頃に中国全土で広がった大

規模な都市建設活動の中でもほぼ破壊されず，建物

や道路など明清時代の空間構造までも基本的にそ

のままに保存されている。本稿では，平遥県志など

の史料，新聞記事，政府統計データ，または

CONORA衛星写真，地図，POIなどの地理的デー

タに基づき，平遥城の都市発展過程を四段階に分け，

それぞれにおいて，政治・軍事都市，商業都市，生

産都市，観光都市という属性を示してきたと結論付

け，その都市機能変化をもたらした要因に関する分

析を行った。 
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研 究 室 だ よ り 

（2021 年 1 月～2022 年 12 月） 

2021年 

・ 1月24日 

山村は関市協働推進部文化課・関市立図書館主

催の『関市制70周年記念・合併15周年記念行事

講座』にて，「絵図・地図から読む関のまち」の講

演を行った。 

・ 1月 

小島が共著者となった中学校地理教科書『社会

科中学生の地理―世界の姿と日本の国土』（帝国

書院）が刊行された。 

・ 2月5日 

黄崢崢は京都大学・人文科学研究所「近現代中

国の制度とモデル」共同研究班において，以下の

発表を行った。「1931年江淮大水害における救済

景観－南京を事例に－」 

・ 2月14日 

山村は甲賀市観光まちづくり協会・甲賀市教育

委員会・水口ロータリークラブ主催『甲賀流戦国

歴史講演』にて，「古地図から探る東海道と水口」

の講演を行った。 

・ 3月14日 

山村は，「地域空間論演習」の授業の一環とし

て，伊丹・塚口の巡検を行った。資料作成と現地

説明は，院生の松岡宏樹・小出桂矢が担当した。 

・ 3月19日～22日 

山村は，三河の中近世城郭・城下町・古戦場を

テーマとした巡検を行った。拳母・岡崎・作手・

長篠・新城・吉田・田原の現地踏査を行った。学

生も参加した。 

・ 3月24日 

学部卒業式・大学院学位授与式が行われ，学部

は有田拓世，粳田康平，田中諒，塚本まゆ子が卒

業した。大学院は夏目宗幸（指導教員小方）が博

士を，張鯤翼（指導教員小島），松岡宏樹（指導教

員小方），村上才門（指導教員山村）が修士を修了

した。 

・ 3月25日 

山村は，文化庁文化財審議会第3専門調査会文

化的景観専門委員会の現地調査のため，静岡県静

岡市有東木と掛川市東山の茶畑を訪問し，現状視

察と行政・住民・諸団体と意見交換を行った。 

・ 3月26日～28日 

東洋大学およびオンラインにて開催された日

本地理学会の2021年春季学術大会において，以

下の発表が行われた。北西諒介・夏目宗幸「武蔵

野の新田村落名にみる「前」の意味に関する考察」。 

・ 3月30日 

森下航平は共編者として『2020 年度実践型地

域研究「大学・地域連携」活動報告書―京都府北

部(宮津・福知山・その他)編―』を発行した。 

・ 3月31日 

山村の「岐阜における城下町の変遷とその特徴」

が掲載された『史跡岐阜城跡 総合調査報告書Ⅰ』

（岐阜市編）が刊行された。 

・ 3月 

小島が共著者となった『社会科中学生の地理―

世界の姿と日本の国土 指導書』（帝国書院）が刊

行された。 

・ 4月1日 

山村は，三重大学大学院地域イノベーション学

研究科の客員教授として，前年度に引き続き，博

士課程の学生の共同指導に従事することとなっ

た（2022年度も継続）。 

 4月7日 

修士課程に仇楚文，岑暁玲，孫錦，趙冠瑋，陳

則新，塚本まゆ子，楊奕珉，劉姝恵が入学した。

博士課程に松岡宏樹が進学，村上晴澄が編入学し

た。 

・ 5月7日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

一環として，吉田の巡検を行った。TA で院生の

塚本まゆ子が補助を行った。 
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・ 5月14日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

の一環として，北白川の巡検を行った。TA で院

生の塚本が，資料作成と説明を担当した。 

・ 5月21日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

の授業の一環として，百万遍の巡検を行った。TA

で院生の塚本が，資料作成と説明を担当した。 

・ 5月23日 

山村は，「地域空間論ⅡB」の授業の一環として，

大和筒井・郡山城下町の巡検を行った。資料作成

と現地説明は，8 名の受講生で分担し，TA で院

生の三好志尚と松岡宏樹が補助した。 

・ 6月18日 

小島は，「地域空間論演習Ⅰ」の受講生と宮津

市の巡検を行った。油田昇太が TA として参加。 

・ 6月27日 

山村は，「地域空間論ⅡB」の授業の一環として，

姫路城下町の巡検を行った。資料作成と現地説明

は，8 名の受講生で分担し，TA で院生の三好と

松岡が補助した。 

・ 8月10～13日 

小原丈明法政大学文学部准教授による集中講

義「地域空間論Ⅳ／経済空間論」が行われた。 

・ 9月7日 

京都大学（人文研）でオンライン開催された東

アジア環境史学会（Conference of East Asian 

Environmental History (EAEH 2021)）において，

黄崢崢は「Landscapes of Disaster Relief during 

the Period of “Socialist Construction” in China- 

A Case Study on the 1954 Yangzi-Huai Flood.」

と題して口頭発表を行った。 

・ 9月13日 

山村は，彦根城世界遺産登録推進協議会主催の

彦根城世界遺産登録推進にかかるワーキング会

議にて，「城下町の形態的特徴を探る―地形環境

と河川下流域の西国城下町―」の発表を行った。 

・ 9月23日 

山村は，浜松市主催の『文化財の保存と活用が

つむぐ歴史都市・浜松の未来』に，パネリストと

して参加した。 

・ 10月10日 

山村は，静岡市歴史文化施設プレ企画講演会

『地理と歴史からひもとく静岡の歴史：駿府城下

町はなぞだらけ？』にて，「地図から考える駿府

城下町の立地とかたち」の講演を行った。 

・ 10月22日 

山村担当科目の「地理学基礎ゼミナールⅠ（読

図）」の一環として，聖護院周辺の巡検を行った。

TA で院生の塚本まゆ子が，資料作成と説明を担

当した。の講演を行った。 

・ 10月29日 

山村担当科目の「地理学基礎ゼミナールⅠ（読

図）」の一環として，二条周辺の巡検を行った。

TAで院生の塚本が，資料作成と説明を担当した。 

・ 10月30日 

山村は，天橋立を世界遺産にする会主催の『天

橋立世界遺産市民講座』にて，「中世都市研究か

らみた丹後府中」の講演を行った。 

・ 10月31日 

山村担当科目の「地域空間論演習」の一環とし

て，福知山・園部城下町の巡検を行った。資料作

成と現地説明は，文学研究科博士課程の安岡達仁

と経済4回生の吉田彬人が担当し，TAで院生の

村上晴澄が補助した。 

・ 12月4日 

谷口は，「安威川ダム・安威川流域の水環境」と

題して巡検を行った。研究室内外に参加者を募り，

建設中の安威川ダム，安威川周辺の用水および集

落，高瀬川親水水路，旧茨木川跡，三箇牧揚水機

場や番田水門などの安威川下流域の用排水施設，

淀川右岸の集落などを巡った。 

・ 12月21日 

三好志尚は，京都大学人間・環境学研究科2021

年度後期教養教育実習として，全学共通科目の

「地域地理学」において，京都大学の全学部向け

の授業を行った。 

・ 12月26日 

山村は，飛騨市教育委員会主催の『飛騨の城跡

へ行こう！オンラインツアー 飛騨の城下町』に

「地域と環境」No.17　2023.3

— 372 —



パネリストとして参加し，「金森長近のまちづく

り」の講演を行った。 

・ 12月 

人文地理学会歴史地理部会と佛教大学宗教文

化ミュージアム共催で 2021年 7 月 18 日に開催

された『学術シンポジウム 都市祝祭：歴史地理

学者にはどう見えるのか』の「後評」を，部会世

話人代表の山村が執筆し，シンポジウム報告書

（長谷川奨悟編）に掲載された。 

2022年 

・ 1月12日 

NHK放送の番組『歴史探偵』にて，山村がCG

地図監修を行った「武士の都・鎌倉」が放映され

た。 

・ 1月29日 

山村は，京都府立亀岡高校にて，「地図から地

域を読もう―亀岡の地理と歴史―」の出前授業を

行った。授業の様子は，「中心部に学校集中なぜ？ 

亀岡高で地図から歴史読み解く講演会」の記事に

なり，1 月 30 日付の京都新聞・丹波地方版に掲

載された。 

・ 2月18日 

山村担当科目の「地域空間論演習」の一環とし

て，神戸・兵庫津の巡検を行った。院生の三好志

尚と塚本まゆ子が資料作成と説明を担当した。 

・ 2月23日 

山村担当科目の「地域空間論演習」の一環とし

て，枚方・橋本・八幡の巡検を行った。総人3回

生の井上匠梧と文 3 回生の池田雄士が資料作成

と説明を担当した。 

・ 2月28日 

森下は共編者として『2021 年度実践型地域研

究「大学・地域連携」活動報告書－京都府宮津市

等での地域連携を振り返って－』を発行した。 

・ 3月5日 

小島が研究代表者となって2016年に始められ

た集落再編科研はコロナ禍で1年延長され，その

最終研究集会が，人間・環境学研究科棟105会議

室と Zoom オンラインのハイブリッドで開催さ

れた。 

・ 3月6日 

山村は，愛知県立大学地域連携センター主催の

『長久手４Uワーキング：長久手まち歩きマップ

作製ワークショップ』にて，「地図から考える長

久手」の市民向け講義と巡検指導を行った。 

・ 3月13日 

京北・美山のバス巡検が行われた。集落再編科

研における中国研究者と農村振興にかかわる討

論資料の作成を目的として，北山林業・道の駅・

廃校利用・小さな拠点・かやぶきの里をまわり，

各所で黄崢崢・岑暁玲・趙冠瑋による中国語説明

を録画した。 

・ 3月14日 

日本地理教育学会全国地理学専攻学生卒業論

文発表大会において菊川は，「地域愛着の形成過

程 ―地域資源の担い手を対象に」と題する発表

を行った。 

・ 3月18～21日 

山村は，尾張の中近世城下町と現代都市化をテ

ーマとした巡検を行った。岩倉・小折・大高・緒

川・長久手・守山・名古屋東部の現地踏査を行っ

た。学生も参加した。 

・ 3月24日 

学部卒業式・大学院学位授与式が行われ，学部

は粟田口大樹，井野遙斗，菊川翔太，武優樹，中

垣太樹，藤本涼，村居優花，森下宗一郎が卒業し

た。大学院は潘藝心（指導教員小島）が博士を，

油田昇太（指導教員小島），上田航平（指導教員山

村），王韵堯（指導教員小方），関薇（指導教員小

方），小出桂矢（指導教員山村）が修士を修了した。 

・ 3月25日 

小島は，四條畷高校のキャンパス訪問において

「中国はどこまで巨大になるのだろう？」と題し

て模擬授業を行った。 

・ 3月31日 

小島は，人間・環境学研究科長の2年間の任期

を終えた。 

北西は，武蔵野市立武蔵野ふるさと歴史館発行
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の『武蔵野ふるさと歴史館だより』第9号に「千

町野の新田村落名における「前」の意味」（共著

者・夏目宗幸）を寄稿した。 

・ 3月 

小方登「衛星画像と地形データ（DEM）を利用

した歴史的場所の検討」と小島泰雄「蜀道から考

える関塞としての秦嶺」を所収した，辻正博編『中

国前近代の関津と交通路』（京都大学出版社）が

出版された。 

・ 4月7日 

博士課程に金澤良輔，李琪が入学した。また，

修士課程に黄昱邦・真柄享永・武優樹・吉田彬人

が入学した。特別研究学生として小島が受け入れ

た胡暁亮氏（南京師範大学地理科学院博士研究生）

が渡日し，1年間の留学を開始した。 

・ 4月 

藏田は, 神戸芸術工科大学にて,「人文地理学」

の非常勤講師を担当した（2022年度前期）。 

・ 5月14日 

山村は，京都大学総合博物館・京都大学大学院

文学研究科附属文化遺産学・人文知連携センター

主催の『2022 年度特別展 埋もれた古道を探る 

関連講演会』にて，「地図から考える吉田の歴史

地理」の講演を行った。 

・ 5月15日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

の一環として，向日市域の巡検を行った。TA で

院生の武優樹が，資料作成と説明を担当した。 

オンラインにて開催された第48 回交通史学会

大会において，以下の発表が行われた。村上晴澄

「戦国～江戸時代初期の街道交通と宿駅の発展」。 

・ 5月20日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

の一環として，吉田山東麓から銀閣寺道の巡検を

行った。TA で院生の武が，資料作成と説明を担

当した。 

・ 6月4日 

小島は，同志社大学で開催された現代中国学会

関西部会大会において，共通論題シンポジウム

「日中関係の回顧と展望―日中国交正常化 50 

周年に当たって」の司会を務めた。 

・ 6月5日 

山村担当科目の「地域空間論ⅡA」の一環とし

て，摂津小浜寺内町と池田城下町の巡検を行った。

資料作成と現地説明は 8 名の受講生で分担し，

TAで院生の村上晴澄と金澤良輔が補助した。 

・ 6月10日 

小島は，UNITY研究会において「農村に暮ら

すこと―中国と日本」と題する報告を行った。 

・ 6月18日 

小島は，「地域空間論演習Ⅰ」の受講生と京田

辺市の巡検を行った。黄崢崢が TA として参加。 

・ 6月26日 

山村担当科目の「地域空間論ⅡA」の一環とし

て，大垣城下町の巡検を行った。資料作成と現地

説明は，8 名の受講生で分担し，TA で院生の村

上と金澤が補助した。 

・ 7月25日 

『臨床教育人間学』16 巻に以下の論文が掲載

された。森下航平「地域実践において根本問題を

考えることの意義－京都府福知山市夜久野町に

おける｢丹波漆｣を題材としたアイデアブック制

作の実践を例に―」 

・ 8月2日 

山村は，岡山県立津山高校の京都大学研修にて

模擬授業「今と昔の地図を読む―津山城下町から

現代都市津山へ―」を行った。 

・ 8月7～9日 

山村は，文化庁文化財審議会第2専門調査会伝

統的建造物群保存地区専門委員会の現地調査の

ため，鳥取県大山町所子・倉吉・若桜の伝建地区

を訪問し，現状視察と行政・住民・諸団体と意見

交換を行った。 

・ 8月10日 

山村は，石川星稜高校の京都大学訪問にて模擬

授業「地図から歴史を読む―金沢―」を行った。 

・ 9月5～8日 

関戸明子群馬大学教育学部教授による集中講

義「地域空間論Ⅴ／歴史地域論」が行われた。 

・ 9月17日 
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山村は，大阪歴史学会研究集会『戦国・織豊期

権力論と城郭研究』にて，「歴史地理学からみた

城下町と城郭―近江を事例として―」の発表を行

い，シンポジウムにコメンテーターとして参加し

た。大会の様子は，「京滋の城跡記 対論 考古

学 VS 文献学 天下のぞむ構え」の記事となり，

10 月 7 日付の京都新聞・地域プラスに掲載され

た。 

・ 9月21～22日・26日・29～30日 

山村は，愛知県立大学文学部にて「歴史地理学」

の集中講義を行った。 

・ 9月22日 

山村の「紀伊半島の地形環境と街道・港―地形

図の読図による歴史空間の考察―」が掲載された

『歴史遺産が地方を拓く―紀伊半島の文化財―』

（藤田達生編，清文堂出版）が刊行された。 

・ 9月28日 

阿部は，京都府でただ一人残る，西陣織の杼職

人長谷川淳一さんの工場見学を，研究室の院生達

とともに行った。  

・ 9月 

山村の「地形図に読む輪中と城下町都市：岐阜

県大垣市」が掲載されたNew Support高校社会

38（東京書籍編集・発行）が刊行された。 

・ 10月2日 

山村担当科目の「地域空間論ⅡA」の一環とし

て，大和八木・今井寺内町と橿原神宮周辺の巡検

を行った。資料作成と現地説明は，総人3回生の

東優大と池田芽生が担当した。 

・ 10月9日 

山村担当科目の「ILASセミナー：歴史地理学」

の一環として，太秦天神川から太秦にかけての巡

検を行った。TA で院生の武優樹が，資料作成と

説明を担当した。 

・10月16日 

山村は，福井県立若狭歴史博物館主催の『令和

4年度特別展 中世若狭の「まち」関連イベント 

わかはく講座』にて，「地図から考える若狭湾沿

岸の港町」の講演を行った。 

・ 10月17日 

招へい外国人学者として小島が受け入れた杜

娟先生（陝西師範大学西北歴史環境与経済社会発

展研究院助理研究員）が渡日し，１年間の在外研

究を開始した。 

・ 10月25日 

山村は，京都府立亀岡高校にて「江戸時代の亀

山城下町の復原図を作ろう・歩こう」の出前授業

と巡検を行った。 

・ 10月30日 

山村担当科目の「地域空間論ⅡA」の一環とし

て，天理の巡検を行った。資料作成と現地説明は，

文3回生の安藤智哉と福山一茂が担当した。 

・ 11月4日 

山村は，三重大学大学院地域イノベーション学

研究科主催の『第7回研究内容講演会』にて，「東

海の城下町にみる都市計画―駿府と名古屋を中

心に―」の講演を行った。 

・ 11月11日 

南京師範大学の農村地理学研究者との学術交

流を「中日農村振興策略研究交流―農村土地・空

間的開発与再利用」をテーマにオンラインで実施。 

・ 11月19日 

人文地理学会大会が佛教大学で開催され，小島

は特別研究発表（植村善博：日本の禹王遺跡―治

水神・禹王信仰と禹王文化）の座長を務めた。 

・ 11月20日 

佛教大学紫野キャンパスで開催された 2022

年人文地理学大会において，以下の発表が行われ

た。村上晴澄「戦国時代末期における東海道の形

成―徳川家康の所領に着目して―」。吉田彬人「『長

宗我部地検帳』にみる高知平野の職人居所分布」。

河本大地, 柴田将吾, 菊川翔太, 小林夕莉, 森下

航平, 高原佳穂「農山村地域の学校統廃合に伴う

地域学習体系の再構築とそのマネジメント―京

都府南丹市美山町の小・中学校における「美山学」

の事例から―」。 

・ 11月26日 

山村担当科目の「地理学基礎ゼミナールⅠ（読

図）」の一環として，福井の巡検を行った。TAで

院生の真柄享永が，資料作成と説明を担当した。 
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東京・東洋文庫で日中共同研究「中国当代史研

究」ワークショップ（第 13 回）が開催され，黄

崢崢は「社会主義建設期における食糧生産とその

供出・調達の空間—1953～1955年宿県専区の事

例からみた食糧難—」（原題：社会主义建设时期

的粮食生产及征购，调配的空间-1953-1955 年宿

县专区的事例所见的粮食短缺问题-）と題して報

告を行った。 

・ 11月30日 

山村の「景観復原とその応用」が掲載された『人

文地理学のパースペクティブ』（竹中克行編著，

ミネルヴァ書房）が刊行された。 

・ 12月3日 

山村が企画に協力し案内人として出演した，

NHK放送の番組『ブラタモリ』第224回「静岡」

が放映された。 

・ 12月11日 

山村は，地球環境学堂担当科目の「歴史地理学」

の一環として，彦根城下町の巡検を行った。 

・ 12月10日 

小島は，特別研究学生の胡，交換留学生のUhl 

Leonie（Freie Universitat Berlin)とチューター

の李琪，吉田と地方都市の開発に関する福知山巡

検を行った。 
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あとがき 

『地域と環境』17 号は 2023 年 3 月末をもちまして人間・環境学研究

科をご退官されます小方登先生を記念して刊行されたものです。 

本号では多くのOBとOGの方々，そして現在所属されている先生方，

学生諸君によって多彩な論考が集まりました。その内訳としては，教員・

OB・OG が 13 本，現役院生が 4 本，学部生が 1 本です。それぞれのご

論考からは地域空間論らしい多様なテーマと関心が伺えます。是非，ご

一読ください。（I.Y.） 
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